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お知らせ

　

８
月
１
日
、
国
保
の
高
齢
受
給

者
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
こ
の

受
給
者
証
は
、
70
歳
〜
74
歳
の
国

保
加
入
者
の
医
療
費
の
負
担
割
合

を
表
示
し
た
も
の
で
す
。
医
療
機

関
等
で
は
保
険
証
と
と
も
に
ご
提

示
く
だ
さ
い
。（
該
当
者
に
は
７

月
中
に
郵
送
済
み
）

受
給
者
証
の
有
効
期
限

　

翌
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
本
来
は
、
翌
年
７
月
31
日
）

　

こ
れ
は
、
国
が
４
月
か
ら
行
っ

て
い
る
２
割
負
担
者
へ
の
特
例
措

置
（
※
）
を
、
翌
年
度
も
継
続
す

る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
る
た

め
で
す
。

翌
年
４
月
以
降
の
受
給
者
証

　

21
年
４
月
〜
７
月
の
受
給
者
証

は
、
３
割
負
担
の
方
も
含
め
て
３

月
中
に
送
付
し
ま
す
。

（
※
）
特
例
措
置
＝
指
定
公
費
負

担
医
療
と
し
て
、
２
割
の
う
ち
１

割
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。（
患

者
１
割
、
国
１
割
、
保
険
８
割
）

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　

８
月
か
ら
、「
同
一
世
帯
の
被

保
険
者
の
所
得
や
収
入
」
に
よ
っ

て
医
療
費
の
負
担
割
合
（
１
割
ま

た
は
３
割
）
が
決
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
８
月
１
日
〜
翌
年
７
月
31
日

ま
で
の
負
担
金
の
割
合
は
、
19
年

中
の
所
得
や
収
入
で
判
定
さ
れ
ま

す
。

対
象
者

　

次
の
①
・
②
に
該
当
す
る
人
に

新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
下
旬

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

①
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
人

②
現
在
の
被
保
険
者
証
に
「
３
割

た
だ
し
平
成
20
年
７
月
31
日

ま
で
は
、
自
己
負
担
限
度
額

『
一
般
』
適
用
」
の
記
載
の
あ

る
人

８
月
１
日
か
ら

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、
新
し

い
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
古
い
被
保
険
者
証
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
窓
口
セ

ン
タ
ー
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。
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児
童
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養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

 南あわじ「ふれあい作文」の募集

　「まちづくりは人づくり」を合言葉に、

あなたやあなたの家族、地域の人を大切に

する思いの作文や詩を募集しています。 

（１）対象者　市内在住・在勤・在学の方

（２）応募方法　

　　・400字詰原稿用紙に 800字以内

　　・未発表のものに限ります　　     　              

　　・応募者の氏名（ふりがな）、住所、　

　　　電話番号を作品の表紙に明記して　

　　　下記送り先まで応募

（３）その他　作品は原則返還しません。

　　  また、作品は市に帰属されます

（４）締切　10月 31日（金）

（５）送り先　南あわじ市教育委員会人権

教育課「ふれあい作文」係

　〒 656-0393　南あわじ市湊 90-1

問人権教育課 ☎ 37-3019

年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
募
集

応
募
締
切　

９
月
５
日
（
金
）

ポ
ス
タ
ー

▽
内
容　

公
的
年
金
に
関
す
る
も
の

▽
対
象　

市
内
の
中
学
・
高
校
生

▽
規
格　

Ｂ
３
サ
イ
ズ
ま
た
は
、

４
つ
切
サ
イ
ズ
の
画
用
紙

※
裏
面
に
学
校
名
・
学
年
・
氏
名

を
記
入

作
文

▽
内
容　

公
的
年
金
に
関
す
る
も
の

▽
対
象　

市
内
の
中
学
生

▽
規
格　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

（
縦
書
き
）
に
３
枚

※
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入

共
通
事
項

▽
提
出
先　

市
民
課（
三
原
庁
舎
）

▽
注
意
事
項　

作
品
は
未
発
表
の

も
の
。
原
則
返
却
し
ま
せ
ん

問
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

☎
０
７
８
・
２
９
１
・
５
２
１
１

年
金
相
談

▽
日
時　

９
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
内
容　

ね
ん
き
ん
特
別
便
相
談

▽
申
込　

市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

保
険
料
の
軽
減
割
合
の
拡
大

　

先
日
、
20
年
度
分
の
保
険
料
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

し
た
が
、
次
の
方
は
、
減
額
後
の

保
険
料
の
お
知
ら
せ
を
８
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

①
20
年
度
の
均
等
割
額
が
７
割
軽

減
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
方

　

↓
一
律
８
割
５
分
軽
減

②
「
賦
課
の
も
と
に
な
る
所
得
金

額
」
が
58
万
円
以
下
の
方

　

↓
所
得
割
額
を
一
律
５
割
軽
減

保
険
料
の
支
払
い
方
法
の
変
更

　

４
月
か
ら
年
金
天
引
き
を
し
て

い
る
方
、
10
月
か
ら
年
金
天
引
き

を
予
定
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方

は
、
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
口

　

な
お
、
①
・
②
に
該
当

し
な
い
人
は
、
引
き
続
き

今
の
被
保
険
者
証
で
受
診

で
き
ま
す
。（
世
帯
の
状

況
に
異
動
が
あ
っ
た
り
、

所
得
の
更
正
等
が
行
わ
れ

た
と
き
は
、
負
担
割
合
が

随
時
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

　　　さまざまな仕事をお引き受けします。
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　　　　お気軽にお電話下さい

　㈳南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012
福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070
西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

座
振
替
払
い
に
変
更
で
き
ま
す
。

①
国
保
の
保
険
料
を
確
実
に
納
付

し
て
い
た
方
（
本
人
）
が
口
座

振
替
で
納
付
す
る
場
合

②
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
が
い
る

方
（
年
金
収
入
１
８
０
万
円
未

満
の
方
）
で
、
そ
の
方
の
口
座

か
ら
振
替
で
納
付
す
る
場
合

（
社
会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
）

※
10
月
分
か
ら
の
変
更
は
８
月
22

日
（
金
）
ま
で
の
受
付
が
対
象

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
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限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
人
は
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
入
院
の
際
に
医
療
機
関
で

支
払
う
負
担
金
の
上
限
が
適
用
さ

れ
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年
８

月
で
す
。
現
在
、
認
定
証
を
お
持

ち
で
８
月
以
降
も
引
き
続
き
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、

申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
世

帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人

で
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、
入
院
の
際
に
市
の
窓
口
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

３割負担（世帯内に住民税課税所得145万円以上の被保険者がいる方）

負担限度

額（月額）

個人（外来） 　44,400円

世帯（入院含む）　80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

入院食事代（１食） 　260円

※世帯単位の限度額について、12か月以内にすでに３回以上高額
　療養費が支給されている場合、４回目以降 44,400 円となります。
　ただし、次の人は８月１日から「１割負担」の区分に変わります。
・世帯内の被保険者が一人で収入383万円未満
・　　　〃　　　　が複数で、被保険者全員の収入合計が520万円未満

（注）８月１日から３割負担の方のうち、収入３８３万円以上の被保険者で、同一
世帯の７０歳以上７５歳未満の人を含めた収入合計が５２０万円未満の方は、
市の窓口センターに申請することで、負担限度額が軽減されます。

（対象となる可能性のある人には、申請書を送付しています。）

　

近
年
の
大
地
震
で
は
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
旧

耐
震
基
準
に
よ
る
木
造
住
宅
が
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
と
市
で
は
旧
耐

震
基
準
住
宅
を
対
象
に
、
診
断
か

ら
改
修
工
事
ま
で
住
ま
い
の
耐
震

化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。　

簡
易
耐
震
診
断

　

木
造
戸
建
住
宅
の
場
合
、
診
断

費
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

補
助
事
業
（
兵
庫
県
）

▽
耐
震
改
修
計
画
策
定
費
補
助

　

改
修
計
画
策
定
費
の
３
分
の
２

以
内
（
戸
建
て
住
宅
は
、
最
大

20
万
円
）

▽
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

　

耐
震
改
修
工
事
費
の
４
分
の
１

以
内
（
戸
建
て
住
宅
は
、
最
大

60
万
円
）
※
居
室
耐
震
型
（
シ

ェ
ル
タ
ー
方
式
）
工
事
可

補
助
事
業
（
南
あ
わ
じ
市
）

▽
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

　

耐
震
改
修
工
事
額
に
よ
り
異
な

り
ま
す
（
左
表
）

補助金の限度額

補助金額

20万円

25万円

30万円

耐震改修工事額

150万円未満

150万円以上

300万円未満

300万円以上

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

　

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

▽
提
出
期
間　

児
童
扶
養
手
当
＝

8
月
1
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）、

特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
8
月

12
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

▽
提
出
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２




